
谷谷
汲汲
ゆゆ
りり
園園
園園
遊遊
会会

六
月
十
七
日
（
土
）
に
、
谷
汲
大
洞
の
谷

汲
ゆ
り
園
で
「
谷
汲
ゆ
り
園
園
遊
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
開
花
が
遅
れ
、
つ

ぼ
み
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
き
れ
い
な
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

色
と
り
ど
り
の
ゆ
り
を
観
賞
し
な
が
ら
の

大
茶
会
、
揖
斐
川
町
の
特
産
品
の
販
売
、
美

濃
い
び
川
お
ば
ば
太
鼓
、
揖
斐
高
等
学
校
生

徒
に
よ
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
、
谷
汲
踊
の

披
露
が
行
わ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

訪
れ
た
方
々
は
、
美
し
く
咲
い
た
ゆ
り
の
花

と
そ
の
香
り
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

健健
康康
フフ
ェェ
アア

食食
育育
とと
健健
康康
のの
つつ
どど
いい

六
月
十
日
（
土
）
に
、
揖
斐
川
健
康
広
場

で
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
健
康
フ
ェ
ア

食
育
と
健
康
の

つ
ど
い
」
の
公
開
収
録
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
元
の
食
材
や
食
文
化
を
あ
ら
た
め
て
見

直
し
た
健
康
に
良
い
料
理
な
ど
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
会
場
内
で
は
、
健
康
診
断
・

相
談
、
食
や
健
康
な
ど
を
楽
し
く
学
ん
だ
り

知
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
「
自
分
の
健
康
状

態
は
自
ら
把
握
し
、
未
然
に
病
気
か
ら
健
康

を
守
る
」
と
い
う
意
識
が
高
め
ら
れ
た
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。

谷
汲
ゆ
り
園
園
遊
会
は
岐
阜
県
地
域
イ
ベ
ン
ト
振
興

基
金
の
助
成
を
受
け
て
い
ま
す
。

揖揖
斐斐
郡郡
消消
防防
操操
法法
大大
会会

六
月
十
八
日
（
日
）、市
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

第
五
十
一
回
揖
斐
郡
消
防
操
法
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
揖
斐
郡
内
の
消
防

団
が
参
加
し
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
と
ポ
ン
プ

車
の
部
で
気
合
の
入
っ
た
操
法
を
展
開
し
ま

し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》

優

勝

揖
斐
川
町
揖
斐
川
消
防
団
第
二
班

（
揖
斐
分
団
）

準
優
勝

揖
斐
川
町
揖
斐
川
消
防
団
第
三
班

（
小
島
分
団
）

三

位

揖
斐
川
町
谷
汲
消
防
団
第
一
班

（
第
二
分
団
）

《
ポ
ン
プ
車
の
部
》

優

勝

揖
斐
川
町
谷
汲
消
防
団
第
一
班

（
第
三
分
団
）

準
優
勝

揖
斐
川
町
揖
斐
川
消
防
団
第
二
班

（
揖
斐
分
団
）

三

位

池
田
町
消
防
団

な
お
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
さ
れ
た
揖

斐
川
消
防
団
揖
斐
分
団
は
八
月
六
日
に
土
岐

市
で
開
催
さ
れ
る
第
五
十
五
回
岐
阜
県
消
防

操
法
大
会
に
出
場
さ
れ
ま
す
。

県
大
会
で
も
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
る

よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

きれいなゆりに囲まれて園遊会が開かれました

小型ポンプの部 優勝 揖斐川消防団 揖斐分団ポンプ車の部 優勝 谷汲消防団 第三班

食や健康について知ることができました
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叙叙
勲勲
受受
章章
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

六
月
一
日
付
け
で
、
上
野
の
野
口
誠
男
さ

ん
が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

野
口
さ
ん
は
、
揖
斐
川
町
議
会
議
員
と
し

て
昭
和
五
十
七
年
か
ら
四
期
十
二
年
十
か
月

の
永
き
に
わ
た
り
在
職
し
、
議
長
な
ど
の
要

職
を
歴
任
さ
れ
、
地
域
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

晴
れ
の
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
多
年
の
功
労
に
感
謝
し
、
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

ごご
長長
寿寿
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

六
月
十
九
日
（
月
）、若
松
の
杉
山
は
つ
ゑ

さ
ん
が
九
十
五
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。

杉
山
さ
ん
は
先
日
体
調
を
崩
さ
れ
た
そ
う

で
す
が
、
現
在
は
お
元
気
を
取
り
戻
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
誕
生
日
の
前
日
に
は
、
お
子
さ

ん
や
お
孫
さ
ん
た
ち
に
お
祝
い
を
し
て
も
ら

い
大
変
楽
し
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

杉
山
さ
ん
に
は
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ

さ
い
。

国国
道道
３３
００
３３
号号
新新
横横
山山
橋橋
工工
事事
安安
全全
祈祈
願願
祭祭

六
月
十
四
日
（
水
）
に
東
横
山
地
内
で
、

横
山
ダ
ム
国
道
３
０
３
号
新
横
山
橋
工
事
安

全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
新
横
山

橋
は
、
ダ
ム
湖
に
堆
積
し
た
土
砂
の
運
搬
道

路
と
し
て
の
役
割
と
同
時
に
、
現
在
横
山
ダ

ム
の
堰
堤
上
を
通
る
た
め
、
大
型
車
が
す
れ

違
え
な
い
状
況
に
あ
る
国
道
３
０
３
号
に
代

わ
る
道
路
と
し
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
土
砂
運
搬
効
率
な
ら
び
に

一
般
交
通
の
利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
設
置
場
所
は
横
山
ダ
ム
本
体

上
流
約
四
百
ｍ
地
点
で
、
平
成
二
十
一
年
十

月
の
完
成
予
定
で
す
。

長長
良良
松松
山山
トト
ンン
ネネ
ルル
銘銘
盤盤
完完
成成
記記
念念

揖
斐
川
町
長
良
と
大
野
町
松
山
を
結
ぶ

「
長
良
松
山
ト
ン
ネ
ル
」
の
銘
盤
が
完
成
し
、

取
り
付
け
を
前
に
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
銘
盤
の
文
字
は
清
水
小
学
校
の
児

童
が
春
休
み
に
毛
筆
で
書
き
上
げ
た
も
の
で
、

児
童
は
実
物
の
銘
盤
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
児
童
に
は
、
銘
盤
の

百
分
の
一
の
レ
プ
リ
カ
が
記
念
品
と
し
て
、

宗
宮
町
長
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
長
良
松
山
ト
ン
ネ
ル
」
は
延
長
六
九
五

ｍ
の
片
側
一
車
線
で
国
道
３
０
３
号
と
県
道

中
之
元
古
川
線
を
結
ぶ
道
路
で
、
ト
ン
ネ
ル

本
体
工
事
は
十
月
に
完
成
し
、
来
春
開
通
し

ま
す
。

新横山橋完成予想図

野口さんおめでとうございます杉山さんおめでとうございます

完成したトンネルの銘盤
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六
月
七
日
か
ら
揖
斐
川
・
谷
汲
・
坂
内
の

各
会
場
で
、
揖
斐
川
町
Ｉ
Ｔ
講
習
会
【
初
心

者
向
け
�
パ
ソ
コ
ン
＆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講

座
�】
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
習
は
パ
ソ
コ
ン
の
起
動
か
ら
始
ま
り
、

基
本
操
作
の
練
習
の
後
、
簡
単
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
り
、
会
場
内
の
受

講
者
同
士
で
メ
ー
ル
の
交
換
も
行
い
ま
し
た
。

受
講
者
の
中
に
は
、
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に

触
れ
た
方
も
い
ま
し
た
が
、
二
日
間
の
講
習

で
文
章
が
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
初
心
者
向
け
の
講

習
を
、
春
日
、
久
瀬
、
藤
橋
地
区
で
秋
頃
開

催
す
る
予
定
で
す
。

谷谷
汲汲
オオ
ーー
ナナ
ーー
農農
園園

じじ
ゃゃ
がが
いい
もも
収収
穫穫
祭祭

六
月
二
十
五
日
（
日
）
に
谷
汲
オ
ー
ナ
ー

農
園
で
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
天
候
不
良
で
生
育
状
況
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
六
月
に
好
天
が
続

い
た
お
か
げ
で
土
の
中
か
ら
大
き
な
じ
ゃ
が

い
も
が
次
々
と
顔
を
出
し
、
参
加
さ
れ
た
オ

ー
ナ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
喜
び
の
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。

収
穫
祭
会
場
で
は
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
や

じ
ゃ
が
バ
タ
ー
が
ふ
る
ま
わ
れ
、皆
さ
ん「
お

い
し
い
！
」
と
い
く
つ
も
手
に
取
り
な
が
ら
、

家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

揖揖
斐斐
川川
町町
ＩＩ
ＴＴ
講講
習習
会会
開開
催催

私私
がが
考考
ええ
るる
薬薬
草草
料料
理理
ココ
ンン
クク
ーー
ルル

第
十
七
回
伊
吹
山
薬
草
サ
ミ
ッ
ト
に
先
立

ち
、
「
私
が
考
え
る
薬
草
料
理
・
菓
子
」
を

テ
ー
マ
に
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
薬

草
寒
天
や
、
五
味
五
色
を
取
り
入
れ
た
チ
ジ

ミ
、
手
の
込
ん
だ
薬
草
弁
当
な
ど
二
十
九
点

の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
委
員
長
は
「
ど
れ
も
素
晴
ら
し
く
、

ア
イ
デ
ィ
ア
も
飾
り
つ
け
も
よ
く
考
え
て
あ

り
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品
は
高
校
生

の
応
募
と
知
り
大
変
感
激
し
ま
し
た
」
と
講

評
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
作
品
は
レ
シ
ピ
集
と
な
り
、
伊
吹
山

薬
草
サ
ミ
ッ
ト
で
配
布
さ
れ
る
予
定
で
す
。

かか
すす
がが
モモ
リリ
モモ
リリ
村村
薬薬
草草
教教
室室
開開
催催

六
月
二
十
四
日
（
土
）、か
す
が
モ
リ
モ
リ

村
で
薬
草
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
揖
斐
川

町
を
は
じ
め
愛
知
県
、
滋
賀
県
か
ら
二
十
一

人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
を
岐
阜
薬
科

大
学
名
誉
教
授
水
野
瑞
夫
先
生
に
お
願
い
し

て
、
午
前
は
薬
草
利
用
の
基
礎
、
午
後
か
ら

は
薬
草
園
の
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

薬
草
教
室
は
年
十
回
計
画
し
ま
し
た
。
次

回
は
九
月
十
六
日
（
土
）
に
谷
汲
地
内
で
薬

草
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
予
定
で
す
。
参
加

費
は
二
千
円
で
す
。
皆
さ
ん
、
薬
草
教
室
に

参
加
し
正
し
い
薬
草
の
知
識
を
身
に
つ
け
心

も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

《
申
込
・
問
合
せ
先
》
か
す
が
モ
リ
モ
リ
村

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館
（
毎
週
水
曜
日
休
館
）

�
５
８
‐
０
０
０
１
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５
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‐
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０
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皆さん真剣にパソコンを学びました

審査の様子

大きなジャガイモがいっぱいとれました

薬草について学びました
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